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大 阪大 学 看 護 学 雑誌Vol.20N().1(2014)
一研 究 報 告一

看護学生の看護師志望への臨地実習の影響について

土 井 智 生*・ 清 水 安 子**・ 瀬 戸 奈 津 子**・ 福 禄 恵 子辮

要 旨

臨地実習の どの ような経験が学生の看護師 として働 きたい とい う思いに影響 しているのかを明 らかに

す ることを 目的 として、実習を終 えた看護学生(4年 生)を 対象 にアンケー ト調査を行った。調査 の結果、

76人 か ら回答を得た(回収率.;%)。 「患者 に感謝 された経験」や 「患者 に励 まされた経験」な ど患者 と

の関わ りで看護師にな りたい とい う思いが高まった学生は8割 を超 えてお り、上位 を占めていた。また、

厂看護できた実感 をもてた経験」や 「モデル となる看護 師に出会 えた経験」によっても7割 以上の学生

の看護師にな りたい とい う思いが高まっていた。一方、 「病棟 のスタ ッフ同士の雰 囲気や関係 が悪 かった

経験」、「病棟指導者や看護師か ら冷遇 された経験」によって看護師にな りたくない とい う思いが高まっ

た学生は6割 を超 えてお り、上位 を占めていた。ア ドバイスをもらった り励 まされた り、逆に、冷遇 さ

れ た り厳 しく指導 された りす るといった経験では、看護師か らの対応 の方 が教員か らの対応 に比べて影

響 しやす く、有意な差が見 られた。

キー ワー ド:臨 地実習 、看護学生、看護師志望 

Keywords:clinicaltraining,nursingstudents,motivationtobeanurse


1.は じめに 皿.目 的

看護 学生 の中には 「看護 師 として働 きた くな 看護学生の どの よ うな臨地実習経験 が看護 師

い」、「4、5年働いて辞めるつ もり」の よ うな感情 志望に影響 してい るのかを明 らかにす ること。

を抱 くものが少なか らず存在す る。看護 について

の専門的な知識 や技術 を学習 し資格 を取得 して 皿.用 語 の定 義

も、将来的にそれが活か され ないのは、看護師不 看護師志望:学 生は看護師だけでなく、保健師、

足 が大 きな社 会問題 となってい る現状 において 助産師な どを目指 して大学で学んでいる。看護

は、その学生だけでなく社会 にとって も大 きな損 師以外の職種 を目指 している場合であっても、

失 ではないか。そ こで、このよ うに学生が思 う原 様 々な経験 の中で 「看護師にな りたい」、あるい

因 として、看護師 として働 きたい とい う思いを強 は 「看護師 として働 いてもいいのでは」 と感 じ

くできるよ うな経験、逆に働 きた くな くなるよ う る瞬間や 出来事があると考え、看護師以外 を目

な経験 には どの よ うなものがあ るのか を目的 と 指す学生 も含め、看護 師にな りたい とい う思い

した研 究をしよ うと考えた。 の程度を捉 えるものに した。

特 に 「(病棟)実 習が しん どい」や 「実習で看 病棟指導者:A大 学が実習 を行 っている病院では、

護 師になろ うと思った」 とい う声を聞き、学習の 実習を行 ってい る病棟 ご とに臨地実習指導者を

最終段階である実習は、看護師志望に大き く影響 2人 程度配置 し、学生の指導 にあたることができ

す るのではないか と考えた。先行研究では、臨地 る体制 を整 えている。 そのため、病棟看護師の

実習 をこれか ら控えた3年 生 と臨地実習 を終えた 中で も、臨地実習指導者 として実習指導 を行っ

4年 生での看護観 を比較するもの1)や 、看護師 と ている者 を病棟指導者 とした。

い う職 業 に対 す る意識 の変 化 につ い ての もの 
1)2)3)4)5)

、臨地実習は大変だったか とい うもの6)は N.研 究方法

あったが、看護 師 として働いてい こうとい う思い 1.研 究対象

に対す る臨地実習 の影響 につい て明 らかに した A大 学で看護学を学ぶ学生で、臨地実習 を終了

ものはみ られなかった。 した4年 生を対象 とした。

したがって今 回の研究では、看護学生のどのよ 2.デ ータ収集方法

うな臨地実 習経験 が看護 師志望 に影響 している 全ての実習が終了 し、対象学生が集合す る場で

のかを明らかにす ることを 目的 とした。 ある看護師国家試験 の模擬 試験の終了時に調査

*大阪厚生年金病院**大 阪大学大学院医学系研究科 榊三重大学大学院医学系研究科 
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の説 明を行 ってアンケー トを配布 した。その際、

研究の協力 に了承す る場合 のみ アンケー トを記

入す るよ う説 明 し、アンケー トの回収 をもって同

意が得 られた こととした。この 日に出席 していな

かった学生に対 しては個人的に連絡 を取 り、調査

の協力 を依頼す る とともにア ンケー トを配布 し、

同意が得 られた学生か らアンケー トを回収 した。

3.ア ンケー ト内容

ア ンケー トは、①看護師志望状況(入 学時 と現

在)、 ② 臨地実習を通 して感 じた こと、③看護 師

志望へ の臨地実習経 験の影響 な どについての質

問項 目に5段 階 リッカー トスケールの単一選択式

で回答する内容 とした。

4.デ	 ータ収集期間


2010年9月26日 か ら10月8日 。


5.デ ータ分析方法

2つ 以上の回答や空欄があった質問は、その質

問につ いてのみ無効回答 として処理 し分析 した。

項 目ご との回答 を単純集計 し、割合 を算出 した。

また、アンケー ト内容 ③の臨地実習経験 の質問項

目の うち、病棟指導者や看護 師か らと教員か らの

影響 を問 う項 目につ いて項 目間の影響 の差 を見

るた めにWilcoxon符 号付順位検定 を行 った。 な

お、統計処理 にはMicrosoftOfficeExcel2007

及びア ドインソフ トStatce12を 使用 した。

6.倫 理的配慮

ア ンケー トは無記名 で行い、研究 目的以外には

使用せず、回答の有無や内容は成績 には関係 しな

いこと、データ収集や入力は筆頭著者(当 時4年

次学生)が 行 い、教員や病棟のス タッフは関与 し

ない ことをア ンケー トの表紙に記載 した。 また、

実習は楽しかった

実習はつらかった

実習で看護師になる自信を失う体験があった

実習で看護師になる自信を持てる体験があった

実習で自分は成長できた

他の学生と比べて自分は看護師に向いていないと思った

実習を経険して看護師は自分に向いていないと思った

実習中、看護師になるかどうかずっと悩んでいた

実習中、将来のことは考えないようにしていた

玉 一

0120°10


■5i4・3z簔1

分析や発表 においては個人が特 定 され ない よ う

に配慮 した。

V.結 果

ア ンケー トは対象 学 生88人 中77人 に配布 し、

76部 を回収 で きた。 回収 率 は98.7%で 、有効 回答

率 は100%で あ った。

1.入 学時 と現 在 の看 護 師志望 状 況

看 護 師 と して働 きた い とい う思 い は、入 学 時 に

つ いて0～4の5段 階で3ま た は4と 回答 した者

は37人(48.7%)い た が、現在 では41人(53.9%)

に な り、 増加 してい た。一 方 、0ま た は1と 回答

した者 は25人(32.9%)か ら23人(30.3%)へ と

減 少 して いた 。 回答 の0～4を 得 点 と した平 均 値

は2.2(SD±1.4)か ら2.5(SD±1.4)へ と高 く

な ってい た。

2.臨	 地実 習 を通 して感 じた こ と

臨地 実習 を終 え、臨地実 習 を通 して感 じた こ と

に関す る質 問 項 目につ いて1(全 くそ う思わ な い)

～5(非 常 にそ う思 う)の5段 階 で回答 して も ら

っ た。 そ の結果 を図1に 示 す。

「実 習 は楽 しか った」 に4ま た は5と 回答 した

者 は29人(38。1%)に 留 ま り、1ま た は2と 回答

した者 は25人(32.9%)で あ った。 ま た、 「実 習

はつ らか った」 には51人(67.1%)、 「実 習で看 護

師 に な る 自信 を失 う体 験 が あっ た」 に は33人

(43.4%)が4ま たは5と 回 答 した。 しか し、 こ

の よ うな状 況 の 中で も、 「実 習 で 自分 は成 長 で き

た 」 に は60人(79.0%)が 、 「実 習で看 護 師 にな

る 自信 を持 て る体 験 があ った」に は31人(40.7%)

が4ま た は5と 回答 してい た。

一 

40%60%80%10G%


5:非 常にそう思う～1:全 くそう思わないの5段階 

図1臨 地実習を通して感じたこと r=76 
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適性 に関 しては、「他 の学生 と比べ て 自分は看

護 師に向いていない と思った」 に対 して、30人

(39.5%)の 者 は4ま た は5と 回答 し、「実習 を経

験 して看護師は自分に向いていない と思った」に

は21人(27.6%)の 者が同様に回答 した。

卒業後の 自身の進路 に関 しては、 「実習 中、看

護師 になろ うかず っと悩んでいた」に対 して4ま

たは5と 回答 した者は22人(28.9%)で あったが、

「実習中、将来の ことは考えないよ うに していた」

に対 して4ま たは5と 回答 した者は6人(7.9%)

に留まった。

3.看 護師志望への臨地実習経験の影響

1)看 護師にな りたい とい う思いが高まった経験

各質 問項 目の経験 が看護師にな りた い とい う

思いにどの程度影響 したのか、について4(す ご

く高まった)～0(全 く高ま らなかった)の5段

階で回答 してもらった。また、質問項 目の経験が

なかった場合 には 「経験な し」 として回答 して も

患者から感謝してもらえた経験(o)

患者から励ましてもらえた経験(2)

良い方向へ向かう患者の姿を見た経験(0)

モデルとなる看護師に出会えた経験(14)

少しでも看護できた実感をもった経験(4)

相談できる実習グループのメンバーがいた経験 ω

受け持ち患者や看護への理解が深まった経験(1)

病棟指導者や看護師にアドバイスをもらった経験(Q)

病棟指導者や看護師に励ましてもらった経験(2)

実習が楽しかった経験㈲

病棟のスタッフ同士の雰囲気や関係がよかった経験(4)

病棟看護師の楽しそうに働く様子をみた経験(14)

看護の役割医実感した経験(の

病棟が学生を受け入れてくれる雰囲気だった経験(4)

教員にアドバイスをもらった経験(o)

教員に励まされた経験(9

実習で苦労した経験(o)

()は その経験がなかったと回答した人数 
V/O


■4躍3驪2雛1憂0靆

らい 、経 験 が あ りの者 の 中での 回答 の割 合 を図2

に示す 。 な お 、()に はそ の項 目の経 験 が な

か っ た と回 答 した人数 を示 した。

3ま た は4と 回答 した割 合 が高 かっ たの は、「患

者 に感 謝 して も らえた経験 」(65人;85.6%)、 「患

者 か ら励 ま して も らえた経 験 」(63人;85.1%)、

「良 い 方 向 へ 向 か う患 者 の 姿 を見 た 経 験 」(59

人;77.6%)の 順 に高 く、 患者 との 関 わ りに関す

る項 目が上位 を 占めていた。

次 に 、 「モデ ル とな る看護 師 に 出会 え た経 験 」

では 、7割以 上 の者 が3ま た は4と 回答 して いた。

また 、 「少 しで も看 護 で きた 実感 を もっ た経 験」

で は51人(70.9%)、 「受 け持 ち患者 や看護 への理

解 が深 ま った経 験 」で は48人(64.0%)で あった。

対 象 学 生 が 経 験 が な か った と回 答 した 項 目で

は 「モデ ル とな る看 護 師に 出会 えた経験 」 と 「病

棟 看護 師 の 楽 しそ うに働 く姿 をみ た 経験 」 が14

人(18.4%)で 最 も多 か った。 

ZQIo 40% 6Q% 80% 1QO%


無回答4:す ごく高まった～0:全く高まらなかったの5段階

n=76(但 し経験がなかった人は割合に含めない)

図2看 護 師 に遮 」△という思 い が 高 まった 経 験

2)看 護 師にな りたくない とい う思いが高まった

経験

各質 問項 目の経験 が看護 師にな りた くない と

い う思 い に どの程 度影 響 したのか、 につい て4

(す ごく高まった)～0(全 く高ま らなかった)

の5段 階 で回答 してもらった。また、質問項 目の

経験 がな かった場合には 「経験な し」 として回答

しても らい、経験があ りの者の中での回答の割合

を図3に 示 す 。 なお 、()に はそ の項 目の経

験 が なか った と回答 した人 数 を示 した。

3ま た は4と 回 答 した者 の割 合 は、「病 棟 の スタ

ッフ 同 士 の 雰 囲 気 や 関係 が 悪 か っ た経 験 」(47

人;62.7%)、 「病棟 指 導者 や看 護 師 か ら冷遇 され

た経 験」(41人;62.1%)が 高 く、 この2つ の項 目

のみ3ま た は4と 回答 した者 の割合 が60%を 超 え

て いた。 
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「看 護 で きなか った と感 じた経験 」で は、36人

(47.3%)の 者 が3ま た は4と 回答 してお り、 「実

習 がっ らか っ た経 験 」で は34人(45.4%)が 同様

に回答 して い た。

患者 との 関 わ りに 関す る項 目で は、 「患者 に拒

否 され た経験 」12人 、(28.6%)、 「改善 のみ られ

ない患者 の姿 をみ た経 験」11人(18.0%)、 「悪化

の 方 向へ 向か う患 者 の姿 をみ た経験 」8人(16.0%)

で 、看護 師 に な りたい とい う思 いが 高ま った経 験

で 患者 との 関 わ りが 上位 で あ っ た こ と と対 照 的

病棟のスタッフ同士の雰囲気や関係が悪かった経験 ④

病棟指導者や看護師から冷遇された経験(10)

看護できなかったと感じた経験(Q)

実習がつらかった経験(1)

病棟指導者や看護師から厳しく指導された経験(8)

病棟が忙しそうな雰囲気だった経験(0)

実習で舌労した経験(0)

モデルとなる看護師に出会えなかった経験(32)

教員から冷遇された経験(27)

患者に拒否された経験(34)

教員から厳しく指導された経験(1の

看護師の仕事への物足りなさを感じた経験(28)

改善のみられない患者の姿をみた経験(15)

悪化の方向へ向かう患者の姿をみた経験(26)

相談できる実習グループのメンバーがいなかった経験(切

看護の役割を実感した経験(の

()は その経験がなかったと回答した人数

回4矇3蠶2臻10蠶

に、3ま たは4の 回答の割合は少な く、下位 とな

った。

対 象学生が経験 がなかった と回答 した項 目で

は、 「相談できる実習グループのメンバーがいな

かった経験」41人 、「患者 に拒否 された経験」34

人、「モデル とな る看護師に出会 えなかった経験」

32人 の順で人数が多かった。経験がなかった と回

答 した者が0人 であった項 目は 「看護 できなかっ

た と感 じた経験」、「病棟が忙 しそ うな雰囲気だ っ

た経験」、 「実習で苦労 した経験」であった。

無 回答 a:す ごく高まった～0:全 く高まらなかったの5段 階

舮ア6(但 し経験がなかった人は割合 に含めない)

図3看 護師になりたくないという思いが高まった経験

3)病 棟指導者や看護師 と教員での影響の比較

1)の 結果 では、同 じ励ま しやア ドバイスをも

らった経験で も、その経験が病棟指導者や看護師

か らであるか、あるいは教員か らであるかによっ

て看護 師にな りたい とい う思 いが高 まった人数

の割合 に違いが見 られた。また、2)の 結果では、

同 じ冷遇 され た経験や厳 しく指導 され た経験 で

も、その経験が病棟指導者や看護師か らであるか、

あ るいは教員 か らであるかに よって看護 師にな

りた くない とい う思 いが高 まった人数 の割合 に

違いが見 られた。

そ こで、0～4の 回答 を得点 とし、同 じ経験問

で病棟指導者や看護 師か らの経験 の項 目と教員

か らの経験の項 目で、項 目間に統計的な有意な差

があ るか を両者 か ら同 じ経験 を した学生 を対象

に、対応のある2つ のデータ としてWilcoxon符

号付順位検定を行 った(表1、 表2)。

その結果、「励ま してもらった経験」「ア ドバイ

スをもらった経験」のどち らの経験 も病棟 指導者

や看護 師か らの方 が教員か らよ り看護 師にな り

たい とい う思いが高 まる程度 が有意 に高か った

(p〈0.05)。 また、「冷遇 された経験」 「厳 しく指

導 された経験」の どちらの経験 も病棟指導者や看

護師 か らの方が教員か らよ りも看護師 にな りた

くない とい う思い が高ま る程度 が有意 に高か っ

た(p〈0.05)。 
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表1看 護師にな りたいという思いが高 まった経験の項 目間比較

得点 平均値

質問項 目 (中央値) 
p

励ま して Q6.病 棟指導者や看護師か ら 2.6(3) 006 
もらった経験 Q10.教 員 か ら 2.3(2) (n=73)

ア ドバイスを Q7.病 棟指導者や看護師か ら 2.7(3) 003 
もらった経験

Q11教 員 か ら 2.3(2)
(n=76)

P:Wilcoxon符 号 寸順 位 検 定

Q6とQ10の 両 方 に 回 答 して い た73人 、Q7とQ11の 両 方 に回 答 して い た76人 で比 較

表2看 護師にな りた くないという思いが高まった経験の項 目間比較

質問項 目

冷遇された
経験

厳 しく指導

された経験

得・点

Q6.病 棟指導者や看護師か ら 

Q9.教 員 か ら
 

Q7.病 棟指導者や看護師か ら
 

Q10教 員か ら
 

平均値

(中央値) p

2.4(3) 111 

1.5(1) (n=46)


2.0(2) .005
 

1.6(1) (n=60)


p:Wilcoxon符 号 付 順 位 検 定

Q6とQ9の 両 方 に 回答 して いた46人 、07と010の 両 方 に回 答 して いた60人 で 比較

VI.考 察

1.臨 地実習における経験 と看護師志望との関連

1)患 者 との関わ りによる影響

患者 か ら感謝 され た り励 ま され た りした経験

に よって看護 師にな りたい とい う思 いが高ま っ

た学生は8割 を超 えていた。 このことか ら、患者

か らの肯定的なフィー ドバ ックがあるこ とは学

生 の看 護師志望を高める大 きな要因 となるこ と

が分かった。講義で学んだ病態の知識や看護技術

の実 践 によ り看護 師の業務 を理解す るだ けで は

看護師志望は高ま りにくく、 うまくできた時に感

謝 された り、状態が良 くなる患者の姿を 目の当た

りにした りす ることで、自分が行 ったことが患者

のため になった と感 じることができたのではな

いか。 その一方で、 「実習 で看護 師は自分 に向い

ていない と思った」学生が3～4割 いたことも事

実で あ り、実習の様々な経験 の中で 「向いていな

い」 と感 じることも少なか らず あるだろうが、だ

か らこそ、患者のために役 に立てたと感 じられ る

経験 は 学生 に とって簡単 にあき らめない意志 を

支 える重要な経験にな るのではないかと考 えた。

また、看護 師にな りた くないとい う思いが高ま

った経験では、患者 に拒否 された り悪化の方向へ

向か う患者 の姿をみ たな どの経験 が影響 した と

回答 した学生の割合は3割 以下 と比較的低 く、予

想 に反す る結果であった。一つには、患者 か ら拒

否 され るな どの経験 を してい ない と回答 した学

生 が多かった ことも影響 しているか もしれない。

しか し、先行研 究で 「学生は患者 に対 してはネガ

テ ィブな反応 も含 めて 自分 を成長 させて くれ る

存在であると捉 えてお り、看護 とい う仕事のや り

がい と責任 を実感す ることができていた」2)と述

べ られている ことにつ なが る結果 と考え られた。

2)看 護師や教員 との関わ りによる影響

励 ま しや ア ドバイ スを受 けた経験 と冷遇 や厳

しく指導 された経験、両者 とも教員か らの関わ り

に比べ看護 師か らの関わ りが よ り大 き く看護 師

志望 に影響 している結果 となった。

看護師はその現場 で実践 している人であ り、学

生に とってその言葉 は重 く受 け止 め られ る こと

も多い。看護師 の励ま しや冷遇は、その時々の指

導内容 としてだ けではな く、「あなたな ら看護師

になれ る」 「あなたは看護師 になれない」 といっ

た言葉 に受 け取って しま う程 の重み をもつ もの

なのかもしれない。 また、今ま さに現場で働 いて

い る人の姿は、将来学生 自身が現場に身を置いた

状況 として重ね合わせて想像 され、励ま しも冷遇

も将来の同僚 ・先輩像 として映 り 「一緒に働 きた

い」 「一緒に働 きた くない」 といった思いにもつ

なが りやすいのかもしれない。

2.実	 習における看護師、教員 の役割

看護 師による関わ りが よ り看護師志望に大き

一23



大 阪 大学 看 護 学 雑 誌Vol.20No.1(2014)

く影響 していた とい う結果 を踏 まえると、看護 師

はまず、自身 の言葉が学生にとって看護師志望を

高めるカ をもつ ことを認 識す る必要 があ るだ ろ

う。そ して、実習にお いては看護 に関す る知識 ・

技術習得のための指導が中心 となるが、現場で働

くか らこそ分 か る看護 の魅力 を学生 に是非語 り

伝えて もらいたい と思 う。

また、学生 は看護師からの冷遇や厳 しい指導 を

必要以上に重 く受け止 め 「看護師には向いていな

い」「看護師 にはな りたくない」 とい う思い に至

っている可能性 もあるため、教員は、看護師か ら

の指導内容 を把握 し、学生が冷静にその内容 を受

け止め、次の課題に向かって行動できるよ う支援

する必要がある。先行研究でも指摘 されているよ

うに、教員が学生の相談相手になることは、看護

師にな りたい とい う思いを高めるだけでな く、学

生の情緒的開放や心理 的安定につながる7)た め、

重要なことで ある と言 える。

今 回の研究で 「病棟のスタッフ同士の雰 囲気や

関係 が悪かった経験」 「病棟指導者や看護 師か ら

冷遇 された経 験」が看護師志望を低下 させ る1位

と2位 の項 目であったことを考 えると、実習 を受

け入れ る雰囲気 づ く りを病棟指 導者 と検討 す る

ことも、教員 の役割 として重要であると考 えた。

自身の臨地実習体験 を振 り返 って、自分が成長

できた と感 じられてい る学生が多いのは、つ らい

と思 った実習 を乗 り越 え られ た ことが原 因の一

っではないか と考える。 自信 を持てた経験、 自信

を失った経験 は相反す る経験であるが、講義 だけ

では分 か りに くい看護師 の良いイ メー ジ と悪 い

イメージの両方 を知 る とい う意味では必要 で あ

ると考 える。 しか し、これがきっかけ となって看

護 師にな りた くない とい う思いが強 くな りす ぎ

てはいけない。学生の問題 点や理解不足を指摘す

ることは必要であるが、学生がその指導を励みに

でき るよ うにす るこ とも重要 であ る と考 えた。

「向いていない」 と感 じる経験をす ることを回避

す るのではな く、この経験 を一っのステ ップ とし

て、学生がそれ を乗 り越えて成長できた と実感 で

きるよ うに病棟指導者や教員 な どが支援 してい

くことが大切 なのではないか。

今回の研究 では、患者 との関わ りは看護師にな

りたい とい う思いを高める結果であったので、看

護 師や教員 か らの ア ドバイ スや フィー ドバ ック

がよ り充実すれば、看護師にな りたい とい う思い

はよ り一層高まるかもしれ ない と考 えた。看護師

か らの対応 も教員か らの対応 も、ほぼ全員が経験

している(励 ま してもらえた;看 護 師か ら97.4%、

教員か ら98.7%、 ア ドバイス をもらえた;看 護師

か ら100.0%、 教員か ら100.0%)。 っま り、学生に

これ らの経験がなかったわけではないので、量の

向上 よ りも質 の向上や学生 に関わる適切な タイ

ミングが必要なのではないか と考 える。

安酸8)は 、臨地実習の場での経験 をもとに した

学習を促すために教員に求 められ る能力 として、

学生の能力に対す る信頼、疑問を率直に話 し合え

る学習的雰囲気づ くり、経験の学生に とっての意

味の焦点化 と明確化の能力、患者理解の能力、現

象 を看護学的に捉 えて言語化 して示す能力、状況

把握能力、臨床教育判断能力 などをあげている。

学生は、実習の中で今 までの生活 とは全 く異な

る様々な経験 をす る。落ち込 んだ り悩んだ りしな

が らも実習終了時 には大 きく成長 した姿を見せ

る。教員 か らす ると患者か らの感謝や励ま しを単

純 に喜んでいて よいのか と疑問 に思 うこともあ

るかもしれないが、学生の能力に対する信頼 を置

き、一緒 に喜びを分かち合 いつつその経験 をもと

に看護への理解を学生が深 め られ るよ う支援 し、

つ らい経験も多々ある実習経験 を通 して、学生が

学ぶ喜び、看護す ることへの喜び を感 じられ るこ

とは、看護師への志望動機 を高める上で重要だ と

考えられる。

3.学 生の臨地実習に対する姿勢

学生 が臨地実習 を通 して看護 師にな りたい と

い う思いを高めるには、臨地実習の環境の整備や

他者か らの支援を充実 させるだけではなく、臨地

実習 に取 り組む学生 自身の 姿勢 も重要で ある と

考える。看護師や教員か らの厳 しい指導は、自分

に対す る戒 めだ けで な く次 に向けての ヒン トだ

と捉 えて、落 ち込んでも 「悔 しい。だから次 こそ

は頑張ろ う」 と次につなげていこ うとい うよ うに

前向きに捉 えることが大切だ と考 える。 「看護師

(先生)に …だ と言われたか ら」ではなく、何 が

うまくいかなかったのかを考 えて 「自分で気付 く

こと」が重要であると考える。

患者や看護師、教員 との関わ りなど、様々な場

面で学生 は臨地実習 中に看護 師にな りたい とい

う思いが高まる経験 を していた。そのため、卒業

後 に考 えて いる進路 が看護 師なのかそれ 以外 な

のかに関わ らず、この 「看護師にな りたい とい う

思いが高まった経験があった」 とい うことを思い

出 し、次の困難 な場面でも頑 張っていこうとい う 
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積極的な姿勢で臨地実習に取 り組 んでい くこ と

が必要だ と考 える。 これによ り、臨地実習 が卒業

後の進路 と して看護師が魅力的 に感 じられ る大

きな きっか けの一つ にな るので はないか と考 え

る。

Vd.結 論

学生の看護 師 として働 きたい とい う思 いが高

まる実習で の経験 として は患者 との 関わ りが多

く、また、モデル となる看護 師との出会いや看護

できた実感 を持 てた ことも重要で あるこ とが明

らかになった。
一方看 護師 として働 きた くない とい う思いが

高まる経験 としては、病棟の雰囲気が悪い とい う

ことも含 め、看護師 との関わ りが多かった。

皿.研 究 の限界

今 回の研究では、実習終了後に実習全体 を振 り

返 り想起 して回答す るとい う方法であったため、

記憶 の曖 昧 さの影響や実習先 の病棟 の違 いに よ

る影響 が明確 ではない点 が研究 の限界 と考 え ら

れ る。また、1大 学だけでのデータ収集であった

ことも限界 と言 える。
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